














家との繋がりに着目しながら時系列的に把握する（1–1, 2, 3, 4）。第 2章では大田黒元雄（1893–1979）




　山田は 1910年 4月から 13年 1月までベルリン王立音楽アカデミーの作曲科で学び、留学当初は
リヒャルト・ヴァーグナー Richard Wagner（1813–1883）の楽劇に心酔した。しかし楽劇を深く研
究する中で、そこに「憧憬を打ち壊すやうな間隙や空虚」を見出し、楽劇のテクストのみならず「言
葉そのものの力」を懐疑する混迷状態に陥ったという（山田 1999: 190；山田 2001, 1: 117 2））。
　山田は 1913年 12月 6日にベルリンを発ち、12月 30日に下関、翌年 1月 14日に東京に帰着す
1）1930年 12月に「耕作」から「耕筰」に改名された。本文では後者の表記に統一する。
2）「音楽の法悦境」『詩と音楽』第 1巻第 4号（1922年 12月）初出、『音楽の法悦境』収録、著作全集収録（山田 2001, 1: 
117–121）。
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いと懊悩した末、7つのピアノ小品を一気に書き上げたという（山田 1926: 44–45 7））。この曲集は
3）初版は 1951年（大日本雄弁会講談社）。著作全集収録（山田 2001, 3: 7–207）。
4）《2つの詩曲》op. 32、《悲劇的詩曲》op. 34、《悪魔的詩曲》op. 36、《詩曲》op. 41、《2つの詩曲》op. 44、〈風変わりな詩曲〉
op. 45–2、〈羽のある詩曲〉op. 51–3、〈詩曲〉op. 52–1、〈物憂い詩曲〉op. 52–3、〈詩曲〉op. 59–1、《ポエム =ノクチュルヌ》
op. 61、《2つの詩曲》op. 63、《2つの詩曲》op. 69。
5）ロシア旧暦には西暦（旧暦に 13を足した日付）を併記する。
6）ピアノ・ソナタ（第 2, 9, 10番）、前奏曲集（opp. 15, 22, 37, 67）や練習曲集 op. 8、マズルカ集 op. 3、即興曲集 op. 14に収
録される曲の他、詩曲（opp. 51–3, 69）、ワルツ op. 38、その他の小品（op. 51–1&4, op. 56–3）が演奏された（Пряшникова и 
Томпакова 1985: 224）。










〈謎 Загадка / Enigme〉op. 52–2の作曲中に「羽や関節のある機敏な生き物」を思い描き、同様に「奇
妙 странный」で「敏捷 бедовый」な作品の例に〈奇妙 Странность / Étrangeté〉op. 63–2〔譜例２–①〕
と〈詩曲〉op. 69–2〔譜例２–②〕を挙げたという（Сабанеев 2000: 164）。この類の音形は、《ポエ
ム＝ノクチュルヌ》op. 61やピアノ・ソナタ第 6番 op. 62にも現れる。こうした音形の類似を考慮
すると、山田がモスクワで聴いた詩曲は、《ポエム＝ノクチュルヌ》か〈詩曲〉op. 69–2かもしれない。
山田の《ポエム》各曲の性格は多彩だが、第 1曲と第 7曲の曲想には繋がりがあり、第 1曲の冒頭
が、第 7曲の終盤に再現して曲集を閉じる。第 7曲の冒頭でもスクリャービンの和声との近似が感
8）後藤も和音の増 4度にスクリャービンの影響を認め、この冒頭と同形のモティーフが、その後の舞踊詩に変形して幾度か















番号を付けたものが 10曲ある（後藤 1991: 7）11）。スクリャービンに《アルバムのページ Листок из 
альбома / Feuillet d’album》と題するピアノ小品（opp. 45–1, 58）があることも想起される。
　1917年には〈夜の詩曲「熱情」Poème-Nocturne“P
ママ




山田アーベント（音楽奨励会主催  第十九回演奏会）1916年 1月 30日  華族会館  ピアノ：パウル・ショルツ
変奏曲ト短調（1911）、ソナタト長調（1912）、《ポエム》、主題と変奏（1915）
【備考】ピアノの部と歌の部（歌：山田郁子、伴奏：作曲者）があり、ピアノの部の曲目のみを記載。
山田耕作氏  ピアノ小品発表音楽会 1916年 11月 11日  丸ノ内保険協会会堂  ピアノ：作曲者
《彼と彼女》（第 3曲、第 6曲）、《日記の一頁》第 1、《若いパンとニンフ》、《夜の歌》、《夢噺し》、
《子供とおったん》（1916）、《オーストリア民謡〈散り逝く乙女〉を主題とする変奏曲》（1916）、
《日記の一頁》第 3～第 8、《みのりの涙》、《日記の一頁》第 9、《黎明の看経》、《青い焔》
【備考】波線を引いた曲目はプログラムに「舞踊詩」と記載される。《彼と彼女》は《ポエム》を改題した同曲。










10）巻末に挙げる次の参考楽譜（Petits poèmes / Deux poèmes à Cranford / Les poèmes à Scriabin / Oto no nagare: Ten short Poems 
for Piano）に収められた曲。
11）《日記の一頁（プチ・ポエム）》第 4には“Der Liebesglanz（愛の輝き）”、第 5には“Lieb und Seele（肉体と霊魂）”という











ポエム（全 7曲） 1914. 5. 31







oém No. 2”と表題がある。第 1, 4曲は『音の
流れ』所収
青い焔 1916. 3. 8 自筆譜に“P
ママ
oém No. 3”と表題がある。『音の流れ』所収
夜の歌 1916. 7. 12 《プチ・ポエム集》所収
夢噺し 1916. 7. 21 《プチ・ポエム集》所収
みのりの涙 1916. 9. 13
《プチ・ポエム集》所収、作曲者による「作品目録」11）に“Petit 
Poème”と明記される。
黎明の看経 1916. 10. 24 『音の流れ』所収
「夜の歌」に寄せて 1916. 12. 3 自筆譜に“Petit Poème a
ママ
 la Nacht-lied”と表題がある。
迎春 1916. 12 『音の流れ』所収
哀詩〈荒城の月〉を主
題とする変奏曲
1917. 1. 15 自筆譜に“Poème-Variation-M
ママ
elancholique”と表題がある。
夜の詩曲「情熱」 1917. 3. 20 《スクリャービンに捧ぐる詩曲》所収
忘れ難きモスコーの夜 1917. 4. 28 《スクリャービンに捧ぐる詩曲》所収
聖福（2曲） 1917. 7. 21 / 7. 22 第 1曲の自筆譜に“Petit-Poème”と表題がある。
樹陰の午後 1918 《2つの詩曲 クランフォードにて》所収
泣きぬるる柳 1918. 6. 2 《2つの詩曲 クランフォードにて》所収
ポエム 不詳（1928？）
日記の一頁 第1 (1915. 9. 20), 第2 (1916. 2. 20), 第3 (1916. 8. 8), 第4 (1916. 8. 9), 第5 (1916. 8. 10), 第6 (1916. 
8. 19), 第 7 (1916. 8. 20), 第 8 (1916. 8. 21), 第 9 (1916. 10. 20), 第 10「除夜」 (1917. 1. 1)
※第 1と第 9は『音の流れ』所収。上記の他に作曲者による番号付けのない 2曲がある。
※完成時期と楽譜（自筆譜を含む）の情報は、『山田耕筰作品全集』第 4巻の後藤による序および校訂報告
に準拠する。





ルヌ》の曲中に“次第に情熱を帯びて de plus en plus passionné”という発想標語があると指摘する（後藤 1991: 17）。
14）初演では 2曲続けて演奏され、2曲目のみが《スクリアービンに捧ぐるの曲――忘れ難きモスコーの一夜》と題された（山
























15）バレエ・リュスは 1912年 1月にテアター・デス・ヴェステンス Theater des Westens、11月 16日～ 12月 7日に歌劇場ク




死の白鳥》と同様「禽獣の模倣」で、不自然な技巧に拘泥していると批判する（山田 2001, 1: 52, 2: 493）。
17）「舞踊劇の将来」『大阪朝日新聞』（1919年 7月 28日）初出、著作全集収録（山田 2001, 2: 432–436）。
18）「イサドラ・ダンカン女史」『女性』第 3巻第 4号（1923年 4月）初出、著作全集収録（山田 2001, 2: 461–466）。
19）伊藤（1892–1961）は 1913年 5月頃から山田の下宿の近くで暮らし、ダルクローズ学院の第 2回学院祭（1913年 7月）でグルッ
クの《オルフェオ》に感銘し、直ぐに同学院に入学した（コールドウェル 1985，千田是也の後書き：174–175, 184）。
20）演劇界の革新に邁進した小山内薫（劇作家・演出家：1881–1928）は、1912年 12月に演劇行脚に出発し、モスクワで芸












































彼と彼女（ポエム） 1914. 5. 31 舞踊詩
夜の歌 1914. 8. 5 舞踊詩
若いパンとニンフ 1915. 7. 4 舞踊詩　舞踊詩劇　舞踊曲
日記の一頁 1915. 9. 20 舞踊詩
青い焔 1916. 3. 8 舞踊詩　舞踊詩劇
マリア・マグダレーナ 1916. 3. 13 舞踊詩劇　舞踊劇


















　新劇場の第 2回公演（本郷座：1916年 6月 26～28日）では、舞踊
劇《明暗》28）が石井らの踊りと山田のピアノ伴奏で発表された。だが斬新な試みに大衆の関心は集
まらず、両公演とも興行的には失敗で、新劇場は一年足らずで消滅する（石井 1951: 37; 田中 1964: 
68；曽田 1999: 146）。この苦い経験も、山田にはむしろ創作の衝動を与えたという（山田 2001, 1: 
7 29））。
　山田の「ピアノ小品発表音楽会」（1916年 11月）では、曲目解説の巻頭にハンス・フォン・ビュー
ローの言葉「はじめに韻律ありき Im Anfang war Rhythmus!」［原文ママ］が掲げられる。これは後
述のように、舞踊詩の根幹をなす信条である。《彼と彼女》（《ポエム》を改題した同曲）と《若い






27）メンデルスゾーンの曲による舞踊詩研究のエチュード（山田 2001, 1: 220）。天の川の伝説を扱い、石井が彦星、音羽かね
子が織姫を演じた（石井 1951: 29）。
28）原作は落合浪雄。盲の法師が開眼して物欲に囚われ苦しむ様と、破戒僧が失明して心眼を得る様が対照的に描かれる。石
井（法師）と柏木敏（破戒僧）が演じた（石井 1951: 36–37）。山田はこれを舞踊劇と分類する（山田 2001, 1: 221）。




パンとニンフ》、《青い焔》の 3曲は、プログラムと解説では舞踊詩 Ein choreografisches Ballet 30）と
紹介された。《彼と彼女》の解説には「血であるリヅムを、頭であり胸である音楽に通して、それ
を手足である筋肉に漲らせて、本当に美しい芸術を生み出し度と希望して止まない」とあり、《若













そして 1919年 4月末に帰途に就くまで、ニューヨークのカーネギー・ホールでの 2度の管弦楽演
30）「第二回作品発表音楽会」（1917年 7月 10日）のプログラムでは、舞踊詩は“POÈME-BALLET”と表記される。









　カーネギー・ホールでの第 1回公演（1918年 10月 16日）では、《マリア・マグダレーナ（マグ

















音楽会（帝国劇場：1919年 6月 22日）38）では、チャイコーフスキイの交響曲第 4番と《青い焔》（管
弦楽版）を曲目に入れて理想に近づけたという（山田 2001, 2: 106 39））。
　山田は「欧州交響楽の菱形的趨勢」40）でも、西欧（伊独仏露）の管弦楽史を概観した上で、以下
34）第 2回公演のプログラム（日本近代音楽館所蔵）には、《Choreographic Symphony, “Marie Magdalene” after the drama of 
Maurice Maeterlinck》と表記される（第 1回公演のプログラムは同館に所蔵されていない）。筋書きは、楽譜『舞踊交響詩《マ
グダラのマリア》』（2017）の久松による解説で紹介されている。
35）「総合芸術より融合芸術へ」『詩と音楽』第 2巻第 1号（1923年 1月）初出、著作全集収録（山田 2001, 1: 121–129）。




藤は 1920年代後半～ 30年に、スクリャービンの〈舞い踊る愛撫〉op. 57–2、および《24の前奏曲》op. 11（第 4, 5, 6, 8, 9, 




39）「演奏に際して」『讀賣新聞』（1919年 6月 22日）初出、著作全集収録（山田 2001, 2: 105–107）。
40）『詩と音楽』第 1巻第 2号（1922年 10月）初出、『作曲者の言葉』収録、著作全集収録（山田 2001, 1: 76–88）。
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たが（山田 2001, 1: 7–8）、石井漠の渡欧に贐て書き下ろした《野人創造》41）が、最後の舞踊詩とな
る。「石井漠渡欧記念 舞踊公演会」(帝国劇場：1922年 11月 19日 )では、3つの舞踊詩（《若いパ
ンとニンフ》《青い焔》《野人創造》）のほか、ピアノ曲《黎明の看経》とクロード・ドビュッシー







パンとニンフ》等）も取り上げられた（石井 1951: 83–129, 253–255）。
　1923年には五代目中村福助（女形歌舞伎役者）が主宰する羽衣会の第 2回公演（帝国劇場：3月
26～31日）で、《マリア・マグダレーナ》が舞踊として初演された44）。山田にとっては妥協を許し










小山内薫が総監督を務めた。山田と石井の回想がある（山田 2001, 1: 178–181; 2: 672；石井 1951: 75）。
43）石井漠が《マスク》を踊る無音声の映像（1926年 10月 3日：清水真一撮影）が島田市立図書館に所蔵され、図書館のホームペー
ジで公開されている（https://www.library-shimada.jp/shimizubunko/shimizubunko.html最終閲覧日 2019年 11月 2日）。「ダンス・
アーカイヴ in Japan 2015」（新国立劇場：2015年 3月 7日）で《マスク》が再現された際、原曲不明でスクリャービンの〈花
飾り〉op. 73–1と〈練習曲〉op. 8–2が使用された（http://www.gendaibuyou.or.jp/c/archive/japan最終閲覧日 2019年 11月 2日）。
原曲は《2つの詩曲》op. 63の第 1曲〈仮面 masque〉かもしれない。第 2曲は〈奇妙〉で、スクリャービンの曲による石井
の演目に《奇妙》があり（石井 1951: 254）、この 2曲が使われた可能性がある。
44）山田が管弦楽を指揮し、中村がマリアを演じた。中村が山田に作曲を委嘱した舞踊劇《盲鳥》（1922）も初演された（加
賀山 1959: 209–211；後藤 2014: 232–233, 353）。
45）『詩と音楽』第 2巻第 3号（1923年 3月）編集後記、著作全集収録（山田 2001, 2: 687–689）。
46）「山田耕筰の遺産―よみがえる舞踊詩」（朝日新聞社 /日本楽劇協会主催、2004年 7月 3日、東京文化会館大ホール）で《彼
と彼女》《若いパンとニンフ》《青い焔》《野人創造》《マリア・マグダレーナ》および《鷹の井戸にて》が舞踊と音楽（ピア




















ビンの曲目のほぼ全て（1曲目以外）の演奏を鋭く批評した（山田 2001, 2: 87–91）。
　大田黒の曲目解説では、ハルによるスクリャービンの創作の様式区分が示され51）、自らが聴い
た《プロメテウス》、また未完の《ミステリア》52）をめぐる構想が紹介されている（大田黒 1916b: 
47）《プロメテウス》は 1913年 1月 2日にウッドの指揮でロンドン初演された（Hull 1916a: 60–61）。
48）2回の演奏会でピアノ・ソナタ（第 2, 3, 9番）、前奏曲集（opp. 11, 17, 13, 16, 35, 67）やマズルカ集（opp. 3, 25）、練習曲
集 op. 8の収録曲の他、詩曲（opp. 32, 36, 51–3, 63, 69）、〈欲望〉op. 57–1、〈アルバムのページ〉が演奏された（Hull 1916a: 
64–65; Пряшникова и Томпакова 1985: 229）。
49）前半がスクリャービン、後半がドビュッシー。前半の曲目は〈前奏曲〉op. 2–2、〈マズルカ〉op. 3より 1曲、〈夜想曲〉
op. 5–2、《前奏曲》op. 11より第 4, 13, 16番、〈前奏曲〉op. 16–3、《4つの前奏曲》op. 33より第 1, 3番、〈詩曲〉op. 44–2、〈欲
望〉op. 57–1、〈舞い踊る愛撫〉op.57–2。
50）「『スクリアビンとディゥビゥッスィーの夕』を聞いて」、東京音楽学校学友会誌『音楽』第 8巻第 1号（1917年 1月）初出、
著作全集収録（山田 2001, 2: 87–94）。
51）Arthur Eaglefield Hull（1876–1928）はイギリスの音楽著述家、オルガニスト。1916年に単著 A Great Russian Tone-poet 




































































57）この論文の脚注で、サバネーエフが『音楽』第 9号（1911年 1月 29日）に掲載した論文「響きと色彩の対応に関して」
で紹介した対応関係が転載される（Сабанеев 1911a: 199; 1911b: 60）。大田黒が示す対応関係は、これと完全に一致する。
58）山田は詩文的作曲を「立体的、彫刻的、対位的、複線的、暗示的、象徴的、表現的」、散文的作曲を「平面的、絵画的、和声的、
単線的、説明的、反射的、写実的」とする（山田 2001, 1: 130–131）。
59）「作曲における詩文と散文」『詩と音楽』第 1巻第 3号（1922年 11月）初出、『音楽の法悦境』収録、著作全集収録（山











田 2001, 1: 238–242 62））。山田がピアノ曲の題に用いた「ポエム」の含意とは、「象徴詩」に相応する「純
音楽」で、その理想に最も近いのがスクリャービンの音楽だったと捉えられる。
　舞踊もまた、同様の観点で論じられる。山田は《彼と彼女》と《日記の一頁》、《青い焔》を舞踊
詩の例に挙げ、文学での象徴詩に擬える（山田 2001, 1: 126）。例えば《青い焔》は「悩ましい人間
の生活の一面を描いた象徴詩」で、その「詩のこころ」が青い焔を挟んだ男女の運動に具体化され、
同時に象徴化される（山田 2001, 1: 180 63））。また舞踊詩は「純舞踊」と呼ばれ、それは「人間の心
の動揺を運動に現すことのみを目的とした舞踊」であり、音楽の分野での純音楽に相応する（山田










61）標題音楽は「言葉を以て現はされたものからインスパイアされて、作曲された音楽」として区別される（山田 2001, 1: 238）。
62）「黄昏のインテルメッツォ」『詩と音楽』第 2巻第 6号（1923年 6月）初出、著作全集収録（山田 2011, 1: 237–242）。
63）「舞踊詩《青い焔》」『東京日日新聞』（1922年 11月 19日）初出、著作全集収録（山田 2001, 1: 180–181）。
64）『新劇場』第 1巻 5, 6号（1916年 7, 8月）掲載の二篇「『舞踊詩』の上演に就いて」「日記の一頁」が、「舞踊詩と舞踊劇」
として著作全集に収録される（山田 2001, 1: 217–221）。





















































ノフ Вячеслав Иванов（1866–1949）とコンスタンティーン・バリモーント Константин Бальмонт
（1867–1942）に賛同的に迎えられた。例えばアーサー・シモンズは、象徴主義の文学運動の本質
的な特徴に、無限なる何ものかの啓示を含むことを挙げ、その文学がもつ宗教や聖なる儀式に通ず
る役目を指摘しているが（シモンズ 1993: 14–15, 19–20）69）、これはイヴァーノフら後期ロシア象徴
派にも顕著である。イヴァーノフら後期ロシア象徴派の詩人たちは、現実に働きかけ、それを変容
させる宗教的・巫術的な本質を芸術の内に見出し、ヴァーグナーよりも完全な諸芸術の統合を、そ
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Yamada’s Reception of Scriabin’s Music and Thought: In Search of Musical Ecstasy
Yasuko NOHARA　
　This paper revisits the influence exerted by Aleksander Scriabin (1872 –1915) on Kosçak Yamada 
(1886–1965), arguing that Scriabin’s influence isn’t confined solely to Yamada’s piano works. Instead, it 
fundamentally informs the latter’s approach to artistic creation, which underlies his compositions, including 
his choreographic works. Yamada happened to listen to Scriabin’s Poème for piano in Moscow, on his way 
back to Japan after studying in Berlin, and was deeply impressed by the qualities of the piece, which he had 
never encountered before. After Yamada’s return to Japan in January 1914, Scriabin's music and artistic vision 
exerted a profound influence on his creative endeavor, until the early 20s. This paper retraces such influence, 
and also locates a significant channel by which Yamada gathered knowledge of the Russian composer. In 
other words, through the writings of Motoo Otaguro (1893–1979), who at that time sought to introduce 
Western music to Japan. 
　Yamada completed Poèmes, a collection of seven piano pieces, in May 1914. After that, he kept using the 
words “poème” or “petit poème” to name many of his piano pieces. These titles obviously reflect an affinity 
with Scriabin. In 1917, he composed the piano pieces Poème nocturne: Passione and Une nuit inoubliable 
à Moscou, and premiered them himself at a concert he dedicated to Scriabin. These two pieces were later 
published in 1919 with the title Les poèmes à Scriabin. Furthermore, some of his piano works, including the 
above–mentioned Poèmes, present musical elements (figure, rhythm, harmony) reminiscent of Scriabin’s 
piano pieces. 
　Simultaneously, Yamada also inaugurated a new genre of dance named “choreographic ballet,” a concept he 
developed in collaboration with Baku Ishii (1886–1962), a pioneer of modern dance in Japan. Early works in 
this genre consist of Yamada’s piano pieces, particularly those titled Poème or Petit poème, accompanied by 
choreography. Subsequently, he produced larger compositions with dramatic plots, such as Mary Magdalene 
(1916).
　For Yamada, a significant source of information about Scriabin’s music and thought were the writings 
of Otaguro. Otaguro held a concert soirée in 1916, at which he played piano works composed by Claude 
Debussy and Scriabin. Earlier, in 1914, during his studies in London, he had listened to Scriabin play 
the piano part of his orchestral work Prometheus, as well as his other piano works. Otaguro described 
Scriabin’s artistic vision in Prometheus and in his unfinished work Mystery, not only in the concert booklet, 
but also in his books From Bach to Schönberg (1915), and Impression and sentiments (1916). In turn, Otaguro 
was influenced regarding his knowledge of Scriabin by an article authored by Leonid Sabaneev, titled 
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“Prometheus von Skrjabin,” and published in Der Blaue Reiter (1912). 
　In view of the above, the paper revisits Yamada’s artistic vision during that period of his activity, 
highlighting the depth of Yamada’s affinity with Scriabin. Indeed, Scriabin influenced important aspects of 
Yamada’s creative philosophy, shaping his piano pieces and choreographic works. Yamada viewed true art as 
a symbolic expression of poetic stirrings inside the human being, much like symbolic poetry in literature. The 
word “poème,” which he employed as a title for many of his works, reflects precisely this view. In Scriabin’s 
works, Yamada found an exemplary realization of such an artistic ideal. 
　Choreographic works embodied Yamada’s ideal of fusion of different forms of artistic expression. He 
aimed to break new ground by combining music and dance. Furthermore, he also found religious significance 
in music, believing that the human spirit could be purified through an experience of musical ecstasy. This 
approach to artistic creation also bears similarity to Scriabin’s vision in Prometheus and Mystery, as described 
in the writings of Sabaneev and Otaguro.
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山田耕筰のスクリャービン受容――音楽の法悦境を求めて――
野原泰子　
　山田耕筰（1886–1965）はベルリン留学からの帰途、モスクワでアレクサーンドル・スクリャー
ビン（1872–1915）の詩曲を聴き、深い感銘を受ける。その直後の 1914年から 20年代初頭までの
山田の創作や芸術観には、この作曲家の存在が影を落としている。本論では、この時期の両者の繋
がりを、山田の創作のみならず、その根底にある芸術観にも見出だし、またスクリャービンに関す
る情報の入手経路の一端も明らかにする。この考察を通して、この時期の山田の創作におけるスク
リャービンとの多層的な繋がりを明らかにし、同時に洋楽黎明期の日本におけるスクリャービン受
容の諸相に光を当てる。
　山田はピアノ小品集《ポエム》（1914）を皮切りに、ポエム（詩曲）やプチ・ポエムと題する一
連のピアノ曲を生み出す。こうした題は、スクリャービンの詩曲との繋がりを示唆する。1917年
には〈夜の詩曲〉と〈忘れ難きモスコーの夜〉が作曲され、山田がこれらを初演したピアノ作品発
表会は、スクリャービンに捧げられた。これらは 2年後に《スクリャービンに捧ぐる詩曲》と題し
て出版されている。山田の詩曲（《ポエム》《青い焔》）には、スクリャービンの中期以降のピアノ
小品に通ずる音楽の要素（音形、リズム、和声）も認められる。
　ピアノ曲の創作と並行して、山田は舞踊詩と名付ける新たな舞踊ジャンルの創出に力を注いだ。
それは当初はピアノのための詩曲と同一で、それが振り付けられたものであり、日本におけるモダ
ン・ダンスの先駆者となる石井漠（1886–1962）との舞踊研究のなかで形作られた。山田の舞踊詩は、
劇的な筋をもつ舞踊詩劇（《マリア・マグダレーナ》など）へ発展する。
　山田がこうした創作に打ち込んでいた時、音楽著述家の大田黒元雄（1893–1979）は「スクリア
ビンとデビュッシイの夕」（1916）を催し、二人の作曲家のピアノ曲を自らの演奏で紹介した。大
田黒は 1914年にロンドンでスクリャービンの自作自演（《プロメテウス》の独奏ピアノおよびピア
ノ曲）を聴き、当地で得た情報を元に、この会の曲目解説のみならず、著作『バッハよりシェー
ンベルヒ』（1915）や『印象と感想』（1916）のなかで、この作曲家を紹介した。これらの著述では、
ドイツの芸術年刊誌『青騎士』に掲載されたレオニード・サバネーエフの論文「スクリャービンの《プ
ロメテウス》」に準拠して、《プロメテウス》や未完の《ミステリア》をめぐる作曲者の構想や理念
が紹介される。大田黒の著述は、山田にとってスクリャービンに関する情報源になった。
　以上を踏まえ、当時の山田の芸術観に目を向ける。彼の見解では、真の芸術とは人間の内部にあ
る詩想の象徴的表現であり、それは文学では象徴詩にあたる。その音楽での理想的な具現を、山田
はスクリャービンの作品に見出した。山田の作品の題に含まれる“ポエム”（詩曲と舞踊詩）にも、
こうした含意が読み取られる。
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　また舞踊詩は、山田が自らの融合芸術の理念を実現したものでもある。彼は 2つの異なる芸術
ジャンル（舞踊と音楽）を融合し、独特の芸術の境地を生むことを企図した。さらに彼は音楽に宗
教的な意義を見出し、音楽の法悦境を体験することで、人々の精神は浄化されうると考えた。こう
した芸術観には、スクリャービンの《プロメテウス》や《ミステリア》をめぐる構想との明らかな
近似が認められる。このように山田のスクリャービンへの共鳴は、彼の芸術論の諸相に浸透してい
る。それは彼の創作に結実し、近代日本の洋楽史の興味深い一頁に刻まれている。
